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かごしまＳＤＧｓ推進パートナーの取組紹介

企業等名 株式会社山有 業種 サービス業

現在の取組

・経営理念及び経営目標を明文化し、社内研修や朝礼で共有。男女、年齢、経験に捉わ
れない同一労働、同一賃金の設定。再雇用及びその後の延長雇用により70歳以上も雇
用。若手の育成・指導の実施（ゴール5,8,10）
・法令順守の重要性について業務の異なる事業所ごとにマニュアルを作成し従業員へ浸
透。汚職・贈収賄への行動規範を就業規則に服務心得として規定・周知（ゴール16）
・資格者の中途採用を主としてきたが、門戸の開放と既存社員のスキルアップのため、資
格取得費用の負担を開始し採用を拡大（ゴール4,8,9）
・受動喫煙対策・始業前の点呼・ラジオ体操の実施、コロナ等感染症予防として分散休憩
の導入（ゴール3）
・有給休暇の取得促進を図るため、定期的な取得状況及び取得希望の確認を実施、残
業時間の管理徹底、店舗営業時間の短縮による働き方改革（ゴール8,9）
・全従業員の健康診断の推進、新入社員を対象としたブラザー制度（仕事以外の悩みを
相談できる体制）の導入（ゴール3,8）
・エコマークレジ袋及びＬＥＤ照明の導入、食品残渣処理機の開発・製造、バイオトイレの
開発（ゴール7,9,12）
・水道使用量の把握及び調理・飲用時の自社温泉水の使用による節水（ゴール6,11,12）
・エネルギーの地産地消と緑地還元のため、有機性廃棄物の排出事業者である鹿児島
市公園公社（平川動物園・ふん尿）を原料として中間処理し、出来上がった肥料を花壇の
花やコアラの餌であるユーカリの栽培に利用（ゴール12,15）
・自社農園の規格外や未使用の農産物をジュースやパウダーに加工して販売（ゴール
2,12）
・自社レストランに食品残渣の分解機を導入・堆肥化し、自社農園で使用（ゴール6,11,15）

今後の取組

・生物多様性の保全のため、環境に配慮した材料・製品・サービスを提供、緑地の再生や
整備の実行（ゴール7,15）
・農業従事者へのリサイクル肥料の利用促進啓発、焼却や埋め立て処分される資源の
受入拡大による堆肥化でのリサイクルを促進（予定）（ゴール12）
・ＣＳＲ方針を策定し企業活動が及ぼす影響に対して責任を持って対応（ゴール16）

関連するゴール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○



（写真）

特許微生物による堆肥化食品残渣自動分解機


